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本書について本書について本書について本書について
はじめにはじめにはじめにはじめに

本書は、 NetBackupシステム管理者向けにNetBackup™ DataCenterのインス トールについて
説明します。 NetBackupシステム管理者は、 NetBackupを使用したバッ クアップおよびリ ス ト
ア計画の保守を担当します。

本書は、 以下の事項を前提と します。

◆ UNIXシステム管理に関する基本的な知識を有しているこ と。

◆ NetBackup DataCenterのインス トール先のシステムに関する経験を有しているこ と。

◆ SCSIデバイスがオペレーティング システムに正し く装着され、 設定されているこ と。

注意 デバイスをオペレーティングシステムに応じて正し く設定していない場合、 そのデバイ
スに対して行われたバッ クアップのリ ス ト アが困難になるこ とがあ り ます。

本書の構成本書の構成本書の構成本書の構成

◆ 第1章 「インス トールと初期設定」 では、 SolarisおよびSolaris以外のすべてのプラ ッ ト
フォーム向けに作成されるインス トール スク リプ トの使い方について詳し く説明します。

◆ 第2章 「アップグレード  インス トールの実行」 では、 NetBackupのアップグレードについて
説明します。

◆ 第3章 「NetBackup DataCenterとクライアントの アンインストール」 では、 NetBackupソフトウェ
アをアンインストールする方法について説明します。

◆ 付録A 「関連マニュアル」 では、 NetBackupのマニュアルについて説明します。
vii



表記規則

表記規則表記規則表記規則表記規則
viii NetBackup DataCenter Installation Guide - UNIX

本書は、 以下の表記規則に従って記述されています。

表記スタイル表記スタイル表記スタイル表記スタイル

「注」 と 「注意」 の違い「注」 と 「注意」 の違い「注」 と 「注意」 の違い「注」 と 「注意」 の違い

注 「注」 では、 製品をよ り使いやすくするための情報や、 問題の発生を防ぐための情報について

説明します。

注意 「注意」 では、 データ損失のおそれがある状態について説明します。

キーの組み合わせキーの組み合わせキーの組み合わせキーの組み合わせ

キー操作によるコマンドでは、 同時に複数のキーを使用する場合があ り ます。 たとえば、 Ctrlキー
を押しながら、 別のキーを押します。 このよ う なコマンドは、 プラス記号 (+)でつないで表記しま
す。

例 : Ctrl+Tを押します。

コマンドの用法コマンドの用法コマンドの用法コマンドの用法

コマンドの用法を示す場合によ く使用される表記を、 以下に示します。

角かっこ ［ ］

かっこ内のコマンド ライン コンポーネン トは、 必要に応じて指定可能なオプシ ョ ンです。

垂直バーまたはパイプ （|）

表 1. 表記規則

表記 用途

等幅フォン トの太字等幅フォン トの太字等幅フォン トの太字等幅フォン トの太字 入力文字。 たとえば、 ディ レク ト リ を変更するには 「cd」 と入力します。

等幅フォン ト パス、 コマンド、 ファ イル名、 または出力文字。 例 :デフォル トのインス トール ディ レク ト リ
は/opt/VRTSxxです。

斜体 本のタイ トル、 新出語、 または語句の強調に使用されます。 例 :注意に必ず従って ください。

Sans serif (斜体 ) プレースホルダ文字または変数。 例 : filenameを該当するファイル名に置き換えて ください。

Sans serif (非斜体 ) フィールドやメニュー項目などのグラフィカル ユーザ インタフェース (GUI)のオブジェクト。

例 : [password]フ ィールドにパスワードを入力します。



テクニカル サポート
ユーザーが選択可能なオプシ ョ ンの引数を区切る場合に使用します。 たとえば、 次に示すコマ

ンドでは、 ユーザーがarg1またはarg2のいずれかを使用できるこ とを示します。

command arg1|arg2

ユーザは、 arg1またはarg2 のいずれかの変数を使用できます。

テクニカルテクニカルテクニカルテクニカル サポートサポートサポートサポート

この製品に関するシステム要件、 サポート されているプラ ッ ト フォーム、 サポート されている周辺

機器、 テクニカル サポートから入手できる最新のパッチなどの最新情報については、 弊社のWeb
サイ ト をご利用ください。

http://www.veritas.com/jp （日本語）

http://www.veritas.com/ （英語）

製品に関するサポートは、 VERITASテクニカル サポート までお問い合わせください。

電話 : (03)3509-9210

FAX : (03)5532-8209

VERITASカスタマ サポートへのお問い合わせの際は、 次の電子メール アドレスもご利用いただ
けます。

support.jp-es@veritas.com
本書について ix
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インストールと初期設定インストールと初期設定インストールと初期設定インストールと初期設定
 1

NetBackup DataCenterに用意されているウ ィザードを使用する と、 ソフ ト ウェアのインス トー
ルと設定を簡単に行う こ とができます。 

この章では、 NetBackup DataCenterのインス トールと設定に関する以下の手順について説明し
ます。

◆ NetBackup DataCenterのインス トール

◆ オペレーティング システムに応じたス ト レージ デバイスの設定

◆ NetBackupの設定

◆ NetBackup ク ライアン トのインス トール

◆ 別の管理インタフェースのインス トール

◆ NetBackupのエージェン ト とオプシ ョ ンのインス トール （オプシ ョ ン）
1



NetBackup DataCenterのインス トール
NetBackup DataCenterのインストールのインストールのインストールのインストール

注 アップグレードを実行する場合は、 19ページの 「アップグレード  インス トールの実行」 を参
照してください。

NetBackup DataCenterのインス トール スク リプ ト を実行する前に、 以下の 「スク リプ トの実行
内容」 と 「スク リプ トの開始前に実行すべきこ と」 の項目を確認してください。

スクリプ トの実行内容スクリプ トの実行内容スクリプ トの実行内容スクリプ トの実行内容

インス トールスク リプ トでは、 NetBackup DataCenterをサーバへインス トールする以外にも、
次のよ う な処理を実行しています。

◆ DataCenterのホス ト名をサーバの/usr/openv/netbackup/bp.confファ イルに記録し
ます。 

◆ NetBackupおよびMedia Managerのサービス （ロボティ ッ ク  デーモンなど） 用のエン ト
リーを /etc/servicesファ イルに追加します。 /etc/servicesには、 UNIXのシステ
ム情報が含まれています。 スク リプ トはデフォルトのポート番号を表示し、 ポート番号を変更

するかど うかをユーザに確認します。 

◆ サーバがNetwork Information System （NIS） を実行中であるかど うかを確認します。 NIS
は、 UNIXのディ レク ト リ  サービス  ユーティ リ ティです。 NISが実行中の場合は、 ユーザは
NISの services マップにエン ト リ を追加するよ うに求められます。 

◆ サーバの/etc/inetd.confファ イルにエン ト リ を追加します。/etc/inetd.confファ
イルは、 ネッ ト ワークの設定を容易にするためのものです。 bpcd、 vopied、 および
bpjava-msvcのエン ト リ を追加したら、 inetdにシグナルを送信して更新ファ イルを読み
取らせます。

◆ 自動起動スク リプ ト を /etc/rc2.dディ レク ト リ （Solaris）、 または/sbin/rc2.dディ レ
ク ト リ （HP） に追加します。 ほかのシステムでは、 このスク リプ トは別のディ レク ト リに置
かれる可能性があ り ます。 オペレーティング システムを リブートする と、 このスク リプ トは
NetBackup とMedia Managerのデーモンを自動的に起動します。

スクリプ トの開始前に実行すべきことスク リプ トの開始前に実行すべきことスク リプ トの開始前に実行すべきことスク リプ トの開始前に実行すべきこと

インス トールを開始する前に、 この節の項目を確認してください。

インストール要件インストール要件インストール要件インストール要件

◆ サポート されているバージ ョ ンのオペレーティング システムで動作し、 かつハードウェアタ
イプががサポート されているサーバで、 十分なディ スク領域とサポート されている周辺機器で

構成されているもの。 これらの要件の詳細については、 『NetBackup Release Notes』 を参照
してください。
2 NetBackup DataCenter Installation Guide - UNIX



NetBackup DataCenterのインス トール
◆ VERITAS社では、 NetBackupの Java インタフェースのパフォーマンスを十分なものとする
ために256MBのRAMを搭載するこ とを推奨します。 256MBのうち、 128MBがこのインタ
フェースプログラム （jnbSAまたは jbpSA） で使用可能とな り ます。

◆ NetBackup CD-ROM。

◆ サーバのルート  パスワード。

◆ サーバ ソフ ト ウェアのインス トールの所要時間は約20分です。 環境に合わせて製品を設定す
るには、 さ らに時間が必要です。

◆ 周辺装置やプラ ッ ト フォームによっては、 カーネルの再構成が必要となり ます。 詳細について

は、 『NetBackup DataCenter Media Manager System Administrator’s Guide - UNIX』
を参照してください。

◆ ソフ ト ウェアをインス トールするための十分な空きディ スク領域 （バイナ リ  サイズについて
は、 『NetBackup Release Notes』 を参照）。

◆ すべてのNetBackupサーバがクライアン ト  システムを認識し、かつクライアン ト  システムに
よって認識されなければなり ません。 環境によっては、 互いに相手の情報を /etc/hosts
ファ イルに定義する必要があ り ますし、 別の環境では Network Information Service (NIS) 
や Domain Name Service (DNS)を利用するこ とにな り ます。

◆ NetBackupの設定に使用するデバイスを指定します。 これらのデバイスが、
DataCenterがサポートするデバイスの一覧 （ リ リース  ノート を参照） に掲載されているかど
うかを確認します。

インストールに関する注意事項インストールに関する注意事項インストールに関する注意事項インストールに関する注意事項

◆ NetBackup メディア サーバを追加しない場合は、 メディア サーバに関連する記述はすべて無
視してください。

◆ NetBackupサーバのインス トール先には、ソフ ト ウェアのほかにNetBackupカタログが含ま
れるため、 インス トール先のサイズが非常に大き くなるこ とがあ り ます。

◆ SolarisへのNetBackupのインス トールでは、 デフォルトのインス トール先は
/opt/openv とな り、 /usr/openvへのリ ンクが作成されます。

◆ Soaris 以外の UNIXに対するNetBackupのインス トールでは、デフォルトのインス トー
ル先は/usr/openvになり ます。

ディ スク領域が問題となる場合、 NetBackupを別のファ イルシステムにインス トールするこ
とを検討してください。 インス トール中に別のインス トール先を選択し、 /usr/openvへの
リ ンクを作成するこ とができます。

◆ この製品ではファ イル ロ ッ クを使用していますので、 NFSマウン ト したディ レク ト リには
NetBackupをインス トールしないでください。 NFSマウン ト したファ イルシステムでは、
ファ イル ロ ッ クを確実に行う こ とができません。

◆ Hewlett Packard社製のサーバの場合は、 長いファ イル名をサポートするファ イルシステム
にNetBackupをインス トールして ください。 また、 HP-UX 10.x コンパチビ リ テ ィ  リ ンクを
インス トールしてください。
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NetBackup DataCenterのインス トール方法のインス トール方法のインス トール方法のインス トール方法

1. ルート  ユーザと してサーバにログインします。

2. ド ライブにCD-ROMを挿入します。

3. HPシステムの場合 : NetBackup CD-ROMはRockridgeフォーマッ トであるため、 以下の
コマンドを入力してマウン トする必要があ り ます。

nohup pfs_mountd &
nohup pfsd &
pfs_mount -o xlat=unix /dev/dsk/device-ID /cdrom

device_IDは、 CD-ROM ド ライブの IDです。

4. 作業ディ レク ト リ を以下のCD-ROMディ レク ト リに変更します。

cd cd_rom_directory

cd_rom_directoryは、 CD-ROMにアクセスできるディ レク ト リのパスです。 プラ ッ ト
フォームによっては、 ディ レク ト リ をマウン トする必要があ り ます。

5. 以下のインス トール スク リプ ト を実行します。

./install

メニューが表示されたら、 オプシ ョ ン 1 （NetBackup） を選択します。 このオプシ ョ ンを選
択する と、 サーバにMedia Manager と NetBackup ソフ ト ウェアの両方がインス トールされ
ます。

6. インス トール スク リプ トのプロンプ トに従います。

注 正しいNetBackup ク ラ イアン ト  ソフ ト ウェアが自動的にマスタ  サーバにインス トールされ
ます。 どのメディア サーバにも、 ク ラ イアン ト  ソフ ト ウェアを追加インス トールする必要は
あ り ません。

注 インス トール スク リプ トによって、 NetBackupがサポートする UNIX ク ラ イアン ト  タイプ
別に、 サーバに対してUNIX ク ラ イアン ト  ソフ ト ウェアをロードするオプシ ョ ンを表示しま
す。 ロード しておく と、 このク ライアン ト  ソフ ト ウェアをサーバから自分のUNIX ク ラ イア
ン トに 「送る」 こ とができます。

バッ クアップを行おう と しているUNIX ク ラ イアン ト タイプ用のソフ ト ウェアを、 全て確実
にサーバへロード してください。 ソフ ト ウェアのロードに間違いがある と、 これらのUNIX
ク ライアン ト  タイプをNetBackup ク ラス設定に追加できなくなり ます。

7. 存在しないク ライアン ト  プラ ッ ト フォーム用の Java ファ イルを削除します。
4 NetBackup DataCenter Installation Guide - UNIX



NetBackup DataCenterのインス トール
HP700、 HP800、 およびSolarisサーバでは、 NetBackup インス トールによって
/usr/openv/javaディ レク ト リに以下のよ うな大容量ファ イルが作成されます。 

◆ Solaris_JRE_117B.tar.Z

◆ Solaris_X86_JRE_117B.tar.Z

◆ hp1020_jre116.tar.Z

◆ hp110_jre116.tar.Z 

これらのファ イルは、 以下のNetBackup ク ラ イアン トにインス トールする場合に必要です。
また、 これらのファ イルは、 以下のプラ ッ ト フォームでNetBackupの Java インタフェース  
アプリケーシ ョ ンで使用されます。

NetBackupの Java ク ライアン ト GUIは、 以下のプラ ッ ト フォームで動作します。

◆ SPARC:Solaris 2.6、 7、 8

◆ Intel x86:Solaris 2.6、 7、 8

◆ HP9000-700:HP-UX 10.20、 11.0

◆ HP9000-800:HP-UX 10.20、 11.0

存在しないク ライアン ト  プラ ッ ト フォーム用の tar ファ イルを削除します。

8. HPシステムの場合 : CD-ROMをアンマウン トするには、 以下の手順に従います。

◆ pfs_umount コマンドを実行します。

◆ kill コマンドを使用して以下のプロセスを終了します。

pfs_mountd
pfsd
pfs_mountd.rpc
pfsd.rpc

表 2. 

プラッ ト フォーム /OS Tar ファイル

SPARC:Solaris Solaris_JRE_117B.tar.Z

Intel x86:Solaris Solaris_X86_JRE_117B.tar.Z

HP-UX 10.20 hp1020_jre116.tar.z

HP-UX 11,0 hp110_jre116.tar.z
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Java インタフ ェース用ウィンドウインタフ ェース用ウィンドウインタフ ェース用ウィンドウインタフ ェース用ウィンドウ マネージャの設定 （マネージャの設定 （マネージャの設定 （マネージャの設定 （Solaris /HP））））

常にウ ィンド ウ内でク リ ッ ク したと きだけウ ィンド ウがアクティブになるよ うにウ ィンド ウ  マ
ネージャの設定を行います。 オート  フォーカスは有効にしません。 オート  フォーカスを有効にす
る と、 マウス  ポインタをウ ィンド ウ上に移動しただけでウ ィンド ウがアクティブになり ます。
オート  フォーカスを有効にした場合は、 NetBackupの Java インタフェースは正し く実行されま
せん。 フォーカスを正し く設定するための一般的な手順を以下に示します。

CDE （（（（Common Desktop Environment））））

以下の手順では、 CDE (Common Desktop Environment) ウ ィンド ウ  マネージャの設定方法に
ついて説明します。 CDE ウ ィンド ウ  マネージャは、 NetBackupの Javaアプリケーシ ョ ンに推奨
されているウ ィンド ウ  マネージャです。

1. CDE ウ ィンド ウのフロン ト  パネルで、 [スタイル ・ マネージャ ] コン ト ロール アイコンをク
リ ッ ク します。

[スタイル ・ マネージャ ]ツールバーが表示されます。

2. [スタイル ・ マネージャ ]ツールバーの [ウィンドウ ] コン ト ロール アイコンをク リ ッ ク しま
す。

[スタイル ・ マネージャ  - ウィンドウ ]ダイアログ ボッ クスが表示されます。

3. [スタイル ・ マネージャ  - ウ ィンド ウ ]ダイアログ ボッ クスで、 [ クリ ッ クでウィンドウをアク
テ ィブに ]ボタンをク リ ッ ク します。

4. [了解 ]をク リ ッ ク します。

5. ワークスペース ・ マネージャの再起動を求めるプロンプ トが表示されたら、 [了解 ]をク リ ッ
ク します。

Motif

Motif ウ ィンド ウ  マネージャを使用する場合は、 X リ ソースの
Mwm*keyboardFocusPolicyを以下のよ うに設定します。

Mwm*keyboardFocusPolicy:explicit

スクリプ トの変更スクリプ トの変更スクリプ トの変更スクリプ トの変更

システムのブート時にMedia ManagerやNetBackupのデーモンを起動し、 システムのシャ ッ ト
ダウン時にこれらのデーモンを終了させるよ うに、 システム起動スク リプ ト を作成または変更する

こ とができます。 常に、 NetBackupデーモンを起動する前にMedia Managerデーモンを起動し
ます。
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メディア サーバの初期化スク リプ トでは、 ltidだけを起動または停止します。 メディア サーバの
初期化スク リプ トから bprdを起動または停止しないでください。

すべてのサーバ プラ ッ ト フォームの以下のディ レク ト リに各種スク リプ トがあ り ます。

/usr/openv/netbackup/bin/goodies

◆ DEC Alpha、 Solaris 2.x、 SGI、 NCR、 Pyramid、 およびSequentの場合、 goodiesディ
レクトリにはS77netbackupスクリプトとK77netbackupスクリプトがあります。
S77netbackupはNetBackupとMedia Managerのデーモンを起動し、 K77netbackupは
NetBackupとMedia Managerのデーモンを停止します。

◆ DEC Alpha以外のプラットフォームの場合は、 これらのスクリプトをサーバの/etc/rc2.d
（起動） ディレクトリと/etc/rc0.d （シャットダウン） ディレクトリに置きます。 

◆ DEC Alphaの場合は、 これらのスク リプ ト をサーバの/sbin/rc3.d （起動） ディ レク
ト リ と /sbin/rc0.d （シャ ッ トダウン） ディ レク ト リに置きます。

◆ HP 10.x と HP 11.0の場合、 goodiesディ レク ト リにはS777netbackup スク リプ ト と
K77netbackupスク リプ トがあ り ます。 S777netbackupはNetBackup とMedia 
Managerのデーモンを起動し、 K77netbackupはNetBackup とMedia Managerのデー
モンを停止します。 これらのスク リプ ト をサーバの/etc/rc2.d （起動） ディ レク ト リ と
/etc/rc0.d （シャ ッ トダウン） ディ レク ト リに置きます。 

◆ Auspexサーバの場合は、 下記の例のような行を追加することにより、 /etc/rc.localファイル
を変更できます。 テスト環境では、 これらの行は/etc/exportsのテストの後、 /tftpbootの
テストの前に置かれていました。

図 1. Auspex用/etc/rc.local ファイル

◆ IBMサーバの場合、 goodiesディレクトリにはrc.veritas.aixスクリプトがあります。

このスクリプトは、 Media ManagerとNetBackupのデーモンを起動します。 このスクリプトをサー
バの/etcディレクトリに置き、 レベル2のブート プロセス時に呼び出します。 サーバの
/etc/inittabファイルを編集して以下の行を追加します。

veritas:2:wait:/etc/rc.veritas.aix
rctcpipやdiagdなどのレベル2の大部分のinittabエン ト リの呼び出しが終了したと
ころで、 このスク リプ トが呼び出されます。

if [ -f /usr/openv/volmgr/bin/ltid ]; then
/usr/openv/volmgr/bin/ltid
sleep 2
echo “Media Manager daemons have been started.” > /dev/console 

else
echo “Media Manager daemons have not started.” > 

/dev/console 
fi
if [ -f /usr/openv/netbackup/bin/initbprd ]; then

/usr/openv/netbackup/bin/initbprd
sleep 2
echo “NetBackup request daemon started.” > /dev/console 

else
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オペレーティング システムに応じたス ト レージ デバイスの設定
オペレーティングオペレーティングオペレーティングオペレーティング システムに応じたスト レージシステムに応じたスト レージシステムに応じたスト レージシステムに応じたスト レージ デバイスの設定デバイスの設定デバイスの設定デバイスの設定

NetBackup Data Centerを利用する際、 その信頼性はス ト レージ デバイスが適切に設定されてい
るかど うかに関わっています。 信頼性の高いバッ クアップと リ ス ト アを確保するためには、 デバイ

ス とオペレーティング システムのベンダが提供する説明書に従って、 オペレーティング システム
にデバイスを設定する必要があ り ます。 この設定は、 NetBackup自体を設定する前に行ってくだ
さい。

注 オペレーティング システムにデバイスを接続するには、 『NetBackup Media Manager 
Device Configuration Guide』 で、 使用しているオペレーティング システムに該当する章を
参照してください。 『Device Configuration Guide』 は、 インス トールCDにAcrobatの
PDF形式で収められています。

注意 デバイスを正し く設定しないと、 リ ス ト ア時にデータが失われるおそれがあ り ます。

NetBackupの設定の設定の設定の設定

サーバ ソ フト ウェアのインスト ールと スト レージ  デバイスの設定が終了したら 、 以下の手順に従
います。 詳細については、『 NetBackup DataCenter System Administrator’s Guide - UNIX』
を参照してください。

1. 各サーバでNetBackupを設定します。

2. ボ リ ュームを設定します。

3. カタログ バッ クアップを設定します。

4. バッ クアップ ポ リシーを作成します。

NetBackup クライアン トのインストールクライアン トのインストールクライアン トのインストールクライアン トのインストール

NetBackupサーバはNetBackup ク ラ イアン トでもあ り ます。 NetBackup ソフ ト ウェアをインス
トールする と、 NetBackupサーバと NetBackup ク ラ イアン トの両方のソフ ト ウェアがサーバ マ
シンにインス トールされます。

以下にNetBackup ク ラ イアン ト  ソフ ト ウェアをインス トールするための簡単な手順を示します。
PC ク ラ イアン トへのソフ ト ウェアのインス トールと設定の詳細については、 『NetBackup 
Installation Guide - PC Clients』 を参照して ください。
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Windows 95/98/2000/NT 4.0

注 Open Transaction Manager （OTM） は、 BusinesServer向けの別ライセンスのオプシ ョ ン
製品です。 ク ライアン トのサーバがNetBackup BusinesServerである場合は、 この機能のラ
イセンス  キーをサーバに登録してこの機能を有効にする必要があ り ます。

CD-ROMから PC_Clnt￥Win32￥Setup.exeを実行します。

NetWare Target とととと NonTarget

注 Open Transaction Manager （OTM） は、 BusinesServer向けの別ライセンスのオプシ ョ ン
製品です。 ク ライアン トのサーバがNetBackup BusinesServerである場合は、 この機能のラ
イセンス  キーをサーバに登録してこの機能を有効にする必要があ り ます。

OTM for NetWareのインストールのインス トールのインス トールのインス トール

NetWare 3.xおよびおよびおよびおよび4.x :

1. OTMDSK.DSKをサーバのDOSパーティシ ョ ンにコピーします。

2. サーバのDOSパーティシ ョ ンにある STARTUP.NCFを変更して、 ほかの.DSK ド ライバが
ロード される前にOTMDSK.DSKがロード されるよ うにします。

3. NetWareファ イル サーバを リブート します。

NetWare 3.x、、、、 4.x、 および、 および、 および、 および5.x :

CD-ROMのPC_Clnt￥NetWare￥NLMディ レク ト リから、 OTMCDM.NLM、 OTMLAPI.NLM、
OTMLOAD.NLM、 およびPMTHREAD.NLMをNetWareファ イル サーバにコピーします。

NetBackupのインストールのインス トールのインス トールのインス トール

注 NetWare Directory Services （NDS） ファ イルのバッ クアップと リ ス ト アを行うために
tsands.nlmをインス トールする必要があ り ます。

バージ ョ ンに対応したNLM も インス トールする必要があ り ます。 NLMはtsaxxx.nlm と
いう形式を持ち、 NetWareサーバのリ リース  レベルに応じてNovellから提供されます。 た
とえば、 Netware 5.0サーバに対応するNLMは、 tsa500.nlmです。
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1. CD-ROMのPC_Clnt￥NetWare￥NLMディ レク ト リから、 BP.NLM、 BPSRV.NLM、
BPSMS.HLP、 およびBPCD.NLMをファ イル サーバのSYS:systemディ レク ト リにコピー
します。

2. SYS:ボ リ ュームに以下のディ レク ト リ を作成します。

◆ NetWare Targetの場合

Openv￥netback￥logs 
Openv￥netback￥logs￥altpath 
Openv￥netback￥logs￥bpback 
Openv￥netback￥logs￥bprest 
Openv￥netback￥logs￥bpcd (オプシ ョ ン )
Openv￥netback￥tgts

◆ NetWare NonTargetの場合

Openv￥netback￥logs
Openv￥netback￥logs￥altpath
Openv￥netback￥logs￥bpsrv (オプシ ョ ン )
Openv￥netback￥logs￥bpcd (オプシ ョ ン )

3. NonTarget ク ライアン トの場合は、 CD-ROMから
PC_Clnt￥NetWare￥Win32￥Setup.exeファ イルを実行します。

4. ホス ト  ファ イルを変更して、 マスタ  サーバ、 メディア サーバ、 およびそれらの IPアドレス
を記述しておきます。

Macintosh

Macintoshのインス トール手順については、 『NetBackup Installation Guide - PC Clients』 を
参照してください。

OS/2 Warp

1. PC_Clnt￥OS2￥nbuos2.exeをOS/2 Warpコンピュータの一時ディレクトリにコピーします。

2. 一時ディ レク ト リから nbuos2.exeを実行してインス トール ファ イルを抽出します。

3. 一時ディレクトリからinstall.exeを実行してNetBackup for OS/2をインストールします。
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UNIX

UNIX ク ラ イアン ト を使用するには、 まず、 そのUNIX コンピュータに適合するタイプのソフ ト
ウェアをUNIXサーバにロードする必要があ り ます。 UNIXサーバのインス トール時にソフ ト
ウェアのロードを実行しなかった場合は、 「サーバの初期インス トール後のUNIX ク ラ イアン ト  タ
イプの追加」 （15 ページ） の説明に従ってソフ ト ウェアをロード します。

UNIX ク ラ イアン トは、 2通りの方法でインス トールできます。 ク ライアン ト  コンピュータでロー
カルにインス トールするか、 またはリモートでUNIX NetBackupからインス トールします。

◆ ローカル インス トール : リモート  インス トールを実行できない場合は、 ク ラ イアン ト  ソフ ト
ウェアをローカルでインス トールする必要があ り ます。 NetBackupサーバがNT/2000コン
ピュータである場合、 またはリモート  インス トールの妨げとなるファ イアウォールが存在す
る場合は、 リモート  インス トールを実行できません。

◆ リモート  インス トール : ク ライアン ト  ソフ ト ウェアをUNIX NetBackupサーバから UNIX ク
ライアン ト  コンピュータに 「送る」 こ とができます。

注 Windows NT/2000 コンピュータ上でNetBackupを実行している場合、 またはリモート  イ
ンス トールの妨げとなるファ イア ウォールが存在する場合は、 UNIX ク ライアン ト をローカ
ルでインス トールする必要があ り ます。

UNIX ク ラ イアン ト  コンピュータからバッ クアップまたはリ ス ト アを開始するには、 UNIX ク ラ
イアン トで以下のグラフ ィカル インタフェースを使用します。

◆ SolarisおよびHP ク ライアン トの場合 : NetBackupの Java インタフェース （jbpSA）。

◆ すべてのUNIX ク ラ イアン ト :xbp インタフェース。 xbpの使い方については、
『NetBackup User's Guide - UNIX』 を参照してください。

クライアン トクライアン トクライアン トクライアン ト  ソフ トウェアのローカルソフ トウェアのローカルソフ トウェアのローカルソフ トウェアのローカル インス トールインス トールインス トールインス トール

1. ク ライアン ト  コンピュータのド ラ イブにNetBackup CD-ROMを挿入します。

HPシステムの場合 : NetBackup CD-ROMはRockridgeフォーマッ トであるため、 以下の
コマンドを入力してマウン トする必要があ り ます。

nohup pfs_mountd &
nohup pfsd &
pfs_mount -o xlat=unix /dev/dsk/device-ID /cdrom

device_IDは、 CD-ROM ド ライブの IDです。

2. 作業ディ レク ト リ を以下のCD-ROMディ レク ト リに変更します。

cd cd_rom_directory

cd_rom_directoryは、 CD-ROMにアクセスできるディ レク ト リのパスです。 プラ ッ ト
フォームによっては、 ディ レク ト リ をマウン トする必要があ り ます。
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NetBackup ク ラ イアン ト のインス トール
3. インス トール プログラムを起動します。

./install

4. オプシ ョ ン 2の [NetBackup Client Software]を選択します。

5. プロンプ トに従ってインス トールを完了させます。

6. HPシステムの場合 : CD-ROMをアンマウン トするには、 以下の手順に従います。

◆ pfs_umount コマンドを実行します。

◆ kill コマンドを使用して以下のプロセスを終了します。

pfs_mountd
pfsd
pfs_mountd.rpc
pfsd.rpc

クライアン トクライアン トクライアン トクライアン ト  ソフ トウェアのリモートソフ トウェアのリモートソフ トウェアのリモートソフ トウェアのリモート  インス トールインス トールインス トールインス トール

以下の節では、 ク ラ イアン ト  ソフ ト ウェアをUNIX NetBackupサーバから UNIX NetBackup ク
ライアン トに 「送る」 方法について説明します。 ク ライアン ト  ソフ ト ウェアは、 ト ラスティング 
ク ライアン ト とセキュ リ ティ  ク ラ イアン トのいずれかに送る こ とができます。

UNIX ト ラステ ィングト ラステ ィングト ラステ ィングト ラステ ィング クライアン トへのクライアン トへのクライアン トへのクライアン トへのNetBackup ソフ トウェアのインストールソフ トウェアのインストールソフ トウェアのインストールソフ トウェアのインストール

UNIX ト ラスティング ク ライアン トは、 ク ライアン トの/.rhostsファ イルにサーバのエン ト リ
があるク ライアン トです。 /.rhostsエン ト リによってソフ ト ウェアのインス トールが可能にな
り ますが、 NetBackup ソフ ト ウェアの正常な運用には必要あ り ません。

注 ト ラスティング ク ラ イアン ト をバッ クアップ ポ リシー ( ク ラス )にまだ追加していない場合
は、 追加します。

1. NetBackup管理インタフェースを起動します。

[ログイン ]ダイアログ ボッ クスで、 ク ライアン トのク ラス設定があるNetBackupサーバの
名前を入力します。

ク ライアン ト  ソフ ト ウェアのインス トールは、 インタフェースの起動時に [ログイン ]ダイア
ログ ボッ クスで指定したNetBackupサーバからのみ実行できます。 ク ライアン トは、 この
NetBackupサーバのクラスに定義されている必要があ り ます。

2. [NetBackup管理 ] ウ ィンド ウで、 [バックアップ ポリシー管理 ]アイコンをク リ ッ ク します。
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NetBackup ク ラ イアン トのインス トール
3. 左側のペインからマスタ  サーバを選択します。

4. [編集 ] メニューの [UNIXクライアン ト  ソフ トウェアのインストール ]を選択します。

[UNIXクライアン ト  ソフ トウェアのインストール ]ダイアログ ボッ クスが表示されます。
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NetBackup ク ラ イアン ト のインス トール
5. [インス トールしないクライアン ト ]ボッ クスからインス トールするク ライアン ト を選択し、
右矢印ボタンをク リ ッ ク します。

選択したク ライアン トは、 [インス トールするクライアン ト ]ボッ クスに移動します。

6. [ クライアン ト ソフ トウェアのインス トール ]ボタンをク リ ッ ク してインス トールを開始しま
す。

ク ライアン ト  ソフ ト ウェアのインス トールには、 ク ラ イアン ト ご とに 1分以上かかり ます。
インス トールの進行に伴って、 [進行状況 ]ボッ クスにメ ッセージが書き込まれます。 ク ラ イ
アン トへのインス トールに失敗する と、 その旨通知されますが、 ク ライアン トはク ラス内に保

持されたままになり ます。 いったんインス トールを開始したら、 停止できません。

インス トール時にNetBackupは以下を実行します。

◆ ク ライアン ト  ソフ ト ウェアをサーバの/usr/openv/netbackup/clientディ レク ト
リから ク ライアン トの/usr/openv/netbackupディレク ト リにコピーします。

◆ ク ライアン トの/etc/servicesファ イルと inetd.confファ イルに必要なエン ト リ
を追加します。

ク ライアン ト  ソフ ト ウェアをク ラ イアン トの別の場所にインス トールするには、 ソフ ト ウェ
アをインス トールする場所にディ レク ト リ を作成し、 ソフ ト ウェアをインス トールする前に、

そのディ レク ト リへのリ ンク と して/usr/openv/netbackupを作成しておきます。

7. インス トールが完了したら、 [閉じる ]をク リ ッ ク します。

UNIXセキュリテ ィセキュリテ ィセキュリテ ィセキュリテ ィ  クライアン トへのクライアン トへのクライアン トへのクライアン トへのNetBackup ソフ トウェアのインストールソフ トウェアのインストールソフ トウェアのインストールソフ トウェアのインストール

こ こで、 UNIXセキュ リ ティ  ク ライアン トは、 サーバの/.rhostsファ イルにNetBackupサー
バのエン ト リがないク ライアン ト を指します。

注 セキュ リ ティ  ク ラ イアン ト をバッ クアップ ポ リシー （ク ラス） にまだ追加していない場合は

追加します。

1. NetBackupサーバから install_client_filesスク リプ ト を実行して、 ソフ ト ウェアを
サーバからク ライアン トの/tmpディレク ト リの一時的な領域に移動します。 このスク リプ ト
を実行するには、 ftpを介してク ライアン トにアクセスするためのログイン ID とパスワード
が必要です。

ソフ ト ウェアを一度に 1つのクライアン トだけに移動するには、 以下のよ うに実行します。

/usr/openv/netbackup/bin/install_client_files ftp client user

ソフ ト ウェアを一度にすべてのク ライアン トに移動するには、 以下のよ うに実行します。

/usr/openv/netbackup/bin/install_client_files ftp ALL user

オプシ ョ ンの定義は以下の通りです。

◆ clientは、 ク ラ イアン トのホス ト名です。
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NetBackup ク ラ イアン トのインス トール
◆ userは、 ク ラ イアン トの ftpで必要なログイン IDです。

◆ ALLを指定する と、 任意のサーバ上で設定したバッ クアップ ポ リシー （ク ラス） の全ク
ライアン トに対して、 インス トールされます。

.netrcファ イルを設定していない場合は、 install_client_files スク リプ トによっ
て各ク ライアン トのパスワードの入力を要求するプロンプ トが表示されます。

2. install_client_files スク リプ トが終了したら、 各ク ライアン トのルート  ユーザは、
以下のよ うにclient_config スク リプ ト を実行してインス トールを完了させます。

sh /tmp/bp/bin/client_config

client_config スク リプ トは、 バイナ リ をインス トールし、 ク ライアン トの
/etc/servicesファ イルと inetd.confファ イルを更新します。

サーバの初期インストール後のサーバの初期インストール後のサーバの初期インストール後のサーバの初期インストール後のUNIX クライアン トクライアン トクライアン トクライアン ト  タイプの追加タイプの追加タイプの追加タイプの追加

新しいUNIX ク ラ イアン ト  タイプをバッ クアップ環境に追加する場合またはNetBackupのイン
ス トール時にUNIX ク ラ イアン トのプラ ッ ト フォームを選択しなかった場合は、 まず以下に示す
よ うに、 NetBackup ク ライアン ト  ソフ ト ウェアをNetBackupサーバにロードする必要があ り ま
す。

1. サーバのド ライブにNetBackup CD-ROMを挿入します。

2. 作業ディ レク ト リ を以下のCD-ROMディ レク ト リに変更します。

cd cd_rom_directory

cd_rom_directoryは、 CD-ROMにアクセスできるディ レク ト リのパスです。 プラ ッ ト
フォームによっては、 ディ レク ト リ をマウン トする必要があ り ます。

3. インス トール プログラムを使用して、 ク ラ イアン ト  ソフ ト ウェアをNetBackupサーバに
ロード します。

./install

4. オプシ ョ ン 2の [NetBackup Client Software]を選択します。

5. プロンプ トに従って、 追加するク ライアン トのプラ ッ ト フォームを選択します。

6. この章ですでに説明したよ うに、 この時点でNetBackup ク ラ イアン ト  ソフ ト ウェアのインス
トールを他のク ライアン ト  コンピュータに対して行う必要があ り ます。
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別の管理インタフェースのインス トール
別の管理インタフェースのインストール別の管理インタフェースのインストール別の管理インタフェースのインストール別の管理インタフェースのインストール

NetBackupユーザ インタフェースは、 別のコンピュータにインス トールできます。 たとえば、
サーバ コンピュータにグラフ ィ ッ クス表示機能がない場合は、 ユーザ インタフェースを別のコン
ピュータにインス トールする必要があ り ます。

NetBackup管理クライアン ト管理クライアン ト管理クライアン ト管理クライアン ト

NetBackup管理クライアン トは、 Windows NT/2000用のバージ ョ ンのNetBackup ク ライアン
トです。 これを使用する と、 1台以上のUNIXまたはWindows NT/2000 NetBackup 
DataCenter コンピュータを リモートから管理できます。 Windows NT/2000 NetBackup ク ライ
アン トからNetBackup DataCenterを リモート管理する必要がない場合は、 この節を省略しても
かまいません。

NetBackup管理クライアン ト を使用する前に、 管理クライアン ト を実行するホス ト を管理対象の
リモート DataCenter コンピュータのサーバ リ ス トに追加する必要があ り ます。 リ ス トへの追加
は、 管理ク ライアン ト をインス トールする前に行う こ とをお勧めします。

1. 管理ク ライアン トのホス ト を リモート DataCenter コンピュータのサーバ リ ス トに追加する
には、 以下の手順に従います。

a. リモート DataCenter コンピュータに移動します。

b. /usr/openv/netbackup/bp.confファ イルの SERVER =の行の末尾に次の行を追
加します。

SERVER = name-of-Administration-Client-machine

2. 管理ク ライアン トのインス トール先のコンピュータに移動します。

3. ド ライブにNetBackupサーバ ソフ ト ウェアが入っている CD-ROMを挿入します。

◆ CD-ROM ド ラ イブのAutoPlayが有効になっているWindows NT 4.0/2000システムの
場合は、 NetBackup インス トール プログラムが自動的に起動します。

◆ AutoPlayが無効になっているWindows NT 4.0/2000システムの場合は、 CD-ROMの
AutoRunディレク ト リにある AutoRunI.exeプログラムを実行します。

表 3. 

システム インス トールするユーザ インタフ ェース

UNIX UNIX NetBackup ク ラ イアン ト 。 インス トール後にウ ィンド ウ  マネージャを
設定します。

Windows NT/2000 管理ク ライアン ト または Java Display Console

Windows 98 または
Windows 95

Java Display Console
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4. [NetBackup - インストール ]画面で、 [NetBackupサーバー ]の下にある [インストール ]オプ
シ ョ ンをク リ ッ ク します。

[よう こそ ]画面で [次へ ]をク リ ッ クする と、 [NetBackupサーバー設定タイプ ]画面に、
[マスター サーバー ] と [管理クライアン ト ]の 2つのインス トール オプシ ョ ンが表示されま
す。

5. [管理クライアン ト ]をク リ ッ ク します。

6. プロンプ トに従ってインス トールを完了させます。

注 [NetBackupシステム名 ]画面では、 管理クライアン トの名前が最初のエン ト リ  フ ィールドに表
示されます。 リモート NetBackup DataCenter コンピュータの名前は、 [マスター サーバー ]
フ ィールドに入力します。

ソフ ト ウェアがインス トールされる と き、 NetBackupのマニュアルも一式、 次のディレク ト
リにインス トールされます。

install_path￥Help

デフォルトでは、 install_pathはC:￥Program Files￥VERITASになり ます。

デフォルトでは、 インス トール プログラムの [完了 ]をク リ ッ クする と、 管理ク ライアン ト イ
ンタフェースが直ちに起動します。 デフォルトの設定を選択しなかった場合は、 管理ク ライア

ン ト コンピュータでWindowsの [スタート ] メニューの [プログラム ]、 [VERITAS 
NetBackup]、 [NetBackup管理 ]を選択します。

NetBackup-Java Display Console for Windows

NetBackup-Java Display Consoleを使用する と、 Windows NT、 2000、 98、 または95システ
ム上でNetBackup Java （UNIX） インタフェースを実行し、 UNIX NetBackupサーバを リモー
トから管理できるよ うになり ます。 Windows NT、 2000、 98、 または95上で Java インタフェー
スを使用してUNIX NetBackupサーバを リモートから管理する必要がない場合は、 この節を省略
してもかまいません。

システム要件システム要件システム要件システム要件

NetBackup-Java Display Consoleを実行するコンピュータの物理メモ リ容量と して 256MBを推
奨しています。
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NetBackupのエージェン ト とオプシ ョ ンのインス トール
インストール手順インストール手順インストール手順インストール手順

1. インス トールを実行するシステムにNetBackupサーバ ソフ ト ウェアが入っている
CD-ROMを挿入します。

◆ CD-ROM ド ラ イブのAutoPlayが有効になっているWindows NT 4.0/2000システムの
場合は、 NetBackup インス トール プログラムが自動的に起動します。

◆ AutoPlayが無効になっているWindows NT 4.0/2000システムの場合は、 CD-ROMの
AutoRunディレク ト リにある AutoRunI.exeプログラムを実行します。

2. [NetBackup - インストール ]画面で、 [NetBackup - Java Display Console for MS]の下にあ
る [インス トール ]オプシ ョ ンをク リ ッ ク します。 [よう こそ ]ダイアログ ボッ クスが表示され
ます。 

3. [次へ ]をク リ ッ ク し、 プロンプ トに従ってインス トールを完了させます。

4. ソフ ト ウェアをインス トールしたら、 ディ スプレイ  コンソールの使い方について、 以下のド
キュ メン ト を参照してください （このドキュ メン トはソフ ト ウェアと と もにインス トールされ

ます）。

install_path￥Java￥Readme.txt

デフォルトでは、 install_pathはC:￥Program Files￥VERITASになり ます。

NetBackupのエージェン ト とオプシ ョ ンのインス トールのエージェン ト とオプシ ョ ンのインス トールのエージェン ト とオプシ ョ ンのインス トールのエージェン ト とオプシ ョ ンのインス トール

初期インス トールが完了したら、 製品に付属しているNetBackupガイ ドの説明に従って、
NetBackupのほかのエージェン トや別ライセンス製品 （NetBackup for Oracleなど） をインス
トールできます。
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アップグレードアップグレードアップグレードアップグレード  インストールの実行インストールの実行インストールの実行インストールの実行
 2

この章では、 UNIXサーバをNetBackup 3.4にアップグレードする方法について説明します。

システム要件システム要件システム要件システム要件

注意 マスタ  サーバのNetBackup ソフ ト ウェアをアップグレードする前に、 最新の
NetBackupカタログのバッ クアップを取得しているかど うかを確認してください。

◆ 一般に、各サーバのNetBackupのリ リース  レベルは、最低でも ク ラ イアン トの リ リース レベ
ルと同等レベルでなければなり ません。 サーバ ソフ ト ウェアのバージ ョ ンがク ライアン ト よ
り古い場合は、 問題が発生するおそれがあ り ます。 まず、 各サーバが同じレベルになるよ う

に、 すべてのサーバをアップグレード してください。 

◆ NetBackup 3.4または3.3のソフ ト ウェアがインス トールされている場合にのみ3.4にアップグ
レードできます。

◆ すべてのアドオン製品 （NetBackup for Oracleなど） が、 NetBackup 3.4 との互換性がある
レベルにアップグレード されているこ とを確認します。 詳細については、 アドオン製品に付属

しているNetBackupのガイ ドを参照して ください。

NetBackup 3.4を再インストールできるようにするにはを再インストールできるようにするにはを再インストールできるようにするにはを再インストールできるようにするには

アップグレード後にNetBackup 3.4を再インス トールできるよ うにするには、 以下の手順に従い
ます。

1. マスタ  サーバおよびリモート  メディア サーバ上にあるすべてのデータベース （メディア、 ボ
リ ューム、 設定、 デバイス） をバッ クアップします。 

2. NetBackup 3.4固有のすべてのパッチ、 スク リプ ト 、 およびbp.confエン ト リ をバッ ク
アップします。

3. この時点でアップグレードするのは、 マスタ  サーバと リモート  メディア サーバだけであ り、
ク ライアン ト をアップグレードする必要はあ り ません。
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◆ NetBackup 2.1クライアントを実行している場合は、 NetBackup 3.4のマスタ サーバおよびリ
モート メディア サーバ上に
/usr/openv/netbackup/2_1_CLIENT_COMPATIBILITYファイルを作成します。

◆ DEC3100、 DEC5000、 またはSGI IRIX 4クライアントがある場合は、 NetBackup 3.4のマ
スタ サーバおよびリモート メディア サーバ上に
/usr/openv/netbackup/2_1_CLIENT_COMPATIBILITYファイルを作成します。

Netbackup 3.4でサポート されていない 3.2または3.3のク ライアン トがあ り、 3.4の新機能を使
用する と問題が発生する場合は、 これらのク ライアン ト を別のク ラスに移動してください。

UNIXサーバおよびクライアン トへのソフ トウェアのインストールサーバおよびクライアン トへのソフ トウェアのインストールサーバおよびクライアン トへのソフ トウェアのインストールサーバおよびクライアン トへのソフ トウェアのインストール

インストール前インストール前インストール前インストール前

◆ Solarisでは、 NetBackup 3.4へのアップグレードまたはNetBackup 3.4の再インス トールの
場合は、 現在のSUNパッケージを削除します。

pkgrm SUNWnetbp SUNWmmgr

以下のメ ッセージが表示されます。 

Are you doing this pkgrm as a step in an upgrade process?

「y」 と答えます。

◆ SolarisおよびHPの場合は、NetBackup Java インタフェース  アプリケーシ ョ ンのすべてのイ
ンスタンスを終了します。 NetBackup Javaアプリケーシ ョ ンのプロセス IDを確認するには、
psの出力をパイプを介してgrepに渡します。

Solarisでの例を示します。

NetBackup 3.2以降からのアップグレードの場合は、 以下のよ うに指定します。

ps -ef | grep jre | grep openv

NetBackup 3.2または3.3からのアップグレードの場合は、 まずNetBackup Java ク ライアン
ト  アプリケーシ ョ ンを起動したWebブラウザのすべてのインスタンスを終了してから、 以下
のよ うに指定します。

ps -ef | grep "java jbpMServer" | grep openv

kill コマンドを使用してプロセスを終了します。
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手順手順手順手順

ルート  ユーザと して、 NetBackupサーバ ソフ ト ウェアをまずマスタ  サーバにインス トールし、
次にすべてのリモート  メディア サーバにインス トールします。 各サーバの手順は以下の通りです。

1. ルート  ユーザと してサーバにログインします。

2. CD-ROMをド ラ イブに挿入します。

3. 作業ディ レク ト リ を以下のCD-ROMディ レク ト リに変更します。

cd cd_rom_directory

cd_rom_directoryは、 CD-ROMにアクセスできるディ レク ト リのパスです。 プラ ッ ト
フォームによっては、 ディ レク ト リ をマウン トする必要があ り ます。

4. 以下のインス トール スク リプ ト を実行します。

./install

5. メニューが表示されたら、 オプシ ョ ン 1 （NetBackup） を選択します。 このオプシ ョ ンを選
択する と、 サーバにMedia Manager と NetBackup ソフ ト ウェアの両方がインス トールされ
ます。 

オプシ ョ ン 2 （NetBackup Client Software） は、 UNIX ク ラ イアン トにローカル インス
トールを行う場合 （「ク ラ イアン ト  ソフ ト ウェアのローカル インス トール」 （11 ページ） を
参照） やNetBackup とMedia Managerに影響を与えないでクライアン ト  ソフ ト ウェアを再
インス トールする場合に選択します。

6. インス トール スク リプ トのプロンプ トに従います。

◆ リモート  メディア サーバの場合は、Media Manager と NetBackupのサーバ ソフ ト ウェ
アだけをインス トールします。 正しいNetBackup ク ラ イアン ト  ソフ ト ウェアが自動的に
インス トールされます。 ほかのク ライアン ト  ソフ ト ウェアを リモート  メディア サーバに
インス トールしないでください。

◆ インス トール スク リプ トは、 ク ラ イアン ト  ソフ ト ウェアを最大で 30台のクライアン トに
同時に送るこ とができます。 アップグレードするUNIX ク ラ イアン ト数が 30台を超える
場合は、 後で説明するよ うに、 インス トール スク リプ トのメ ッセージに答えた後でクラ
イアン ト をアップグレードするこ とをお勧めします （手順 7を参照）。

アップグレードするク ライアン ト数がアップグレードするク ライアン ト数がアップグレードするク ライアン ト数がアップグレードするク ライアン ト数が 30台を超える場合台を超える場合台を超える場合台を超える場合

以下のメ ッセージが表示されます。

Do you want to update the NetBackup software on the clients?
(y/n) [y]

「y」 と答えます。

続いて以下のよ うに表示されます。
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Starting update_clients script.
There are N clients to upgrade.
Do you want the bp.conf file on the clients updated to list 

this
server as the master server?(y/n) [y]

こ こで、 「y」 または 「n」 と答えます。

Enter the number of simultaneous updates you wish to take 
place.

Must be in the range 1 - 30 (default: 15)

Enterキーを押します。

The upgrade will likely take Y to Z minutes.
Do you want to upgrade clients now?(y/n) [y]

「n」 と答えます。

You will need to upgrade clients later with 
install_client_files

or update_clients -ClientList filename.
The complete list of UNIX clients can be found in
/tmp/NB_CLIENT_LIST.04-29-1533.13195.

(04-29-1533.13195は日付 -時刻 .pidで、 実行のたびに変化します。 )

インス トールが終了したら、 /tmp/NB_CLIENT_LIST.04-29-1533.13195ファ イルをサイ ト
に合わせて編集します。

◆ ク ライアン ト を削除した り、 OSレベルを変更したりできます。 ファ イル内の各エン ト リ
のフォーマッ トは以下の通りです。

hardware_type os_level client_name

hardware_type os_level client_nameは、 NetBackup ク ラス設定のクライアン トで定義
されています。

◆ ク ライアン ト数が30台を超える場合は、 リ ス ト を複数のファ イルに分割し、 分割した各
ファ イルに対してupdate_clientsを実行します。

◆ -ClientListファ イルの該当するク ライアン トのエン ト リだけを作成するこ とによ り、
ク ライアン ト を 1台だけアップグレードするこ と もできます。

7. インス トール スク リプ トの実行時に、 現在設定されているすべてのUNIX ク ラ イアン ト  シス
テムのNetBackup ク ラ イアン ト  ソフ ト ウェアを更新しなかった場合は、 こ こでNetBackup 
マスタ  サーバ上で、 ルート  ユーザと して、 以下の手順に従って更新します。

a. 以下のコマンドを実行し、 bprdが実行中であるかど うかを確認します。

/usr/openv/netbackup/bin/bpps
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b. bppsの出力中に、 bprdが 1つしか表示されない場合は、 実行中のバッ クアップもし く
はリ ス ト アは存在しません。 以下のコマンドを実行する と、 bprdデーモンを終了するこ
とができます。

/usr/openv/netbackup/bin/admincmd/bprdreq -terminate

c. 次のいずれかのコマンドを使用してupdate_clientsスク リプ ト を実行するこ とによ
り、 UNIX ク ラ イアン ト  ソフ ト ウェアを更新します。

-ClientListファイル （手順 6を参照） を使用している場合は、 以下を実行します （1行
にすべてを含む）。

/usr/openv/netbackup/bin/update_clients -ClientList file_name

-ClientListファ イルを使用していない場合は、 以下を実行します。

/usr/openv/netbackup/bin/update_clients

8. すべてのサーバと ク ライアン トの更新が終了したら、 以下のコマンドを入力してマスタ  サー
バ上で、 ルート  ユーザと してNetBackup とMedia Managerのデーモンを起動します。

/usr/openv/volmgr/bin/ltid
/usr/openv/netbackup/bin/initbprd

この時点で、 UNIXサーバと UNIX ク ラ イアン トの更新は完了します。

NetBackup BusinesServer 3.4からからからから NetBackupDataCenter 3.4へのへのへのへの
アップグレードアップグレードアップグレードアップグレード

1. 前節の 「UNIXサーバおよびクライアン トへのソフ ト ウェアのインス トール」 の説明に従っ
てNetBackupを再インス トールします。

2. プロンプ トが表示されたら、 DataCenterのライセンス  キーを入力します。

これによって、 DataCenter固有の設定が実行され、 正しいHelpファ イルと manページがイ
ンス トールされます。

アップグレード後の手順アップグレード後の手順アップグレード後の手順アップグレード後の手順

1. アップグレード前にNetBackupスク リプ ト を変更していた場合は、 新しいスク リプ トにも同
様の変更を加えます。 ソフ ト ウェアのインス トール中に、 以下のファ イルおよびディ レク ト リ

が上書きされます。 上書きされる前に、 これらのファ イルおよびディ レク ト リは古いバージ ョ

ンが付加された名前で保存されます。

◆ /usr/openv/netbackup/bin/goodiesディレク ト リ と
/usr/openv/netbackup/helpディレク ト リにあるすべてのファ イル
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◆ /usr/openv/volmgrにあるファ イルとディ レク ト リの一部

◆ /usr/openv/netbackup/binディ レク ト リにある以下のスク リプ ト

◆ backup_notify

◆ backup_exit_notify

◆ bpend_notify （使用されている場合のみ）

◆ bpend_notify_busy （使用されている場合のみ）

◆ bpps

◆ bpstart_notify （使用されている場合のみ）

◆ dbbackup_notify 

◆ diskfull_notify 

◆ initbpdbm 

◆ initbprd 

◆ restore_notify 

◆ session_notify

◆ session_start_notify

◆ userreq_notify 

たとえば、 NetBackup 3.3から 3.4にアップグレードする と、 以下のよ うに変更されます。

/usr/openv/netbackup/bin/goodies

から

/usr/openv/netbackup/bin/goodies.3.3GA

および

/usr/openv/netbackup/bin/initbprd

から

/usr/openv/netbackup/bin/initbprd.3.3GA

2. 3.2からのアップグレードで、 Motif インタフェース （xbpadm、 xvmadmなど） を使用する
場合は、 XNBを使用できるよ うに、 これらのインタフェース用の 3.2 リ ソース  ファ イルを更
新します。

すべてのMotif インタフェースの外観を簡単に統一できるよ うに、 Motif インタフェースは
XNB とい う共通のリ ソース  ファ イルを使用します。

X インタフェース プログラムは環境内の環境変数XFILESEARCHPATHで指定されているパ
スにしたがって、 XNB リ ソース  ファ イルを検索します。 これは、 オペレーティング システム
によって異なり ます。 一般に、 リ ソース  ファ イルは/usr/lib/X11/app_defaultsに
保存されます。 Solaris CDE環境の場合は、 通常/usr/dt/app_defaultsディ レク ト リ
が使用されます。
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NetBackup 3.0では、 Motif インタフェースは以下のリ ソース ファ イルを使用していました。

XNB

XBpmon 

XBpadm 

XVmadm

NetBackup 3.2 Motif インタフェースの外観を制御するために、 これらのファ イルのいずれ
かを変更した場合は、 以下の手順を実行します。

a. 同様の変更を XNB リ ソース  ファ イル （/usr/openv/netbackup/bin または
/usr/openv/volmgr/bin） にも加えます。

b. XNBを X リ ソース  ディ レク ト リ （XFILESEARCHPATHで指定） にコピーします。

c. 古いXBpmon、 XBpadm、 XVmadmファ イルを /usr/openv/netbackup/bin、
/usr/openv/volmgr/bin、 およびX リ ソース  ディレク ト リから削除します。

3. マスタ  サーバのアップグレード  インス トールの場合は、 以前そのサイ トでルート以外のユー
ザにNetBackupの管理を許可していた場合でも、 新し く インス トールされたファ イルのデ
フォルトのアクセス権とグループの下では、 ルート  ユーザしかNetBackupの管理を実行でき
ません。 ルート以外の管理者の権限を復活させる方法については、 『NetBackup System 
Administrator's Guide - UNIX』 の第2章を参照して ください。

4. NetBackupの Java インタフェースを使用する場合、 設定情報については、 『NetBackup 
Release Notes』 を参照して ください。 操作の方法については、 オンライン ヘルプを参照し
てください。

注 HP700、 HP800、 およびSolarisサーバでは、 NetBackupのインス トールによって、
/usr/openv/javaディ レク ト リに以下のよ うな大容量ファ イルが作成されます。
Solaris_JRE_117B.tar.Z、 Solaris_X86_JRE_117B.tar.Z、
hp1020_jre116.tar.Z、 およびhp110_jre116.tar.Z。 これらのファ イルは、
Solaris 2.6/7/8、 Solaris x86 2.6/7/8、 HP 10.20、 HP 11.0などのNetBackup ク ラ イアン
トにインス トールするために必要であ り、 これらのプラ ッ ト フォームのNetBackup Javaグ
ラフ ィカル ユーザ インタフェース アプリケーシ ョ ンによって使用されます。 このよ うなハー
ドウェアとオペレーティング システムの組み合わせの
NetBackup ク ライアン トがない場合は、 これらのtarファ イルを削除してください。
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NetBackup DataCenter とクライアン トのとクライアン トのとクライアン トのとクライアン トの
アンインストールアンインストールアンインストールアンインストール
 3
この章では、 NetBackup DataCenter ソフ ト ウェアのアンインス トールについて説明します。

DataCenterのアンインストール方法 （のアンインストール方法 （のアンインストール方法 （のアンインストール方法 （Solaris））））

1. ルート  ユーザと してサーバにログインします。

2. カタログ バッ クアップを実行します。

3. NetBackup とMedia Managerのデーモンを以下のよ うにして終了します。

/usr/openv/netbackup/bin/goodies/bp.kill_all

4. 以下のよ うにアンインス トール スク リプ ト を実行します。

pkgrm SUNWnetbp SUNWmmgr

5. 「Is this an upgrade?」 というプロンプ トに対して、 「no」 と答えます。

6. 次の質問に 「yes」 と答えて、 空でないディ レク ト リ を削除します。

7. /etc/servicesファ イルを /etc/services_mmddyy.hh:mm:ssファ イルと置き換えます。
mmddyy.hh:mm:ssは、 インス トールを行ったと きの日付と時刻になり ます。

8. /etc/inetd.confファ イルを /etc/inetd.conf.NB_MM.3.3GA と置き換えます。

9. 以下のコマンドを Bornシェルで実行する と、 inetdが更新された inetd.confファ イルを

読み取り、 起動スク リプ ト を削除します。 Cシェルを実行している場合は、 最初のコマンドの
前に 「set」 を追加します （setの後にスペースを挿入）。

inetd=‘/bin/ps -ea | grep inetd | grep -v grep | awk ’{print 
$1}’‘
kill -1 $inetd

rm -f /etc/rc2.d/S77netbackup
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DataCenterのアンインス トール方法 （ほかのすべてのUNIXサーバ）
10. 以下のコマンドを実行してNetBackup Javaアプリケーシ ョ ンのルート  アカウン トの状態
データを削除します。

/bin/rm -rf /.nbjava

11. NetBackup Javaユーザに対して、 $HOME/.nbjavaディ レク ト リ を削除できるこ とを通知
します。

$HOME/.nbjavaディ レク ト リには、 ユーザがNetBackup Javaアプリケーシ ョ ンを終了す
る と き保存されるアプ リケーシ ョ ンの状態情報 （テーブル列の順序や大きさなど） が格納され

ています。 アンインス トール処理では、 ルート  ユーザのこのディ レク ト リだけを削除します。

DataCenterのアンインストール方法 （ほかのすべてののアンインストール方法 （ほかのすべてののアンインストール方法 （ほかのすべてののアンインストール方法 （ほかのすべてのUNIXサーバ）サーバ）サーバ）サーバ）

1. ルート  ユーザと してサーバにログインします。

2. カタログ バッ クアップを実行します。

3. NetBackup とMedia Managerのデーモンを以下のよ うにして終了します。

/usr/openv/netbackup/bin/goodies/bp.kill_all

4. /usr/openvディ レク ト リ を削除します。

/usr/openvが物理ディ レク ト リの場合は、 以下を実行します。

rm -rf /usr/openv

/usr/openvがリ ンクの場合は、 以下を実行します。

cd /usr/openv
rm -rf
cd /
rm -f /usr/openv

注意 rm -f /usr/openv コマンドを実行する と、 このマシンにインス トールされた
VERITASStorage Migrator製品およびすべてのNetBackupアドオン製品もアンインス
トールされます。

5. /etc/servicesファ イルを /etc/services_mmddyy.hh:mm:ssファイルと置き換えます。

mmddyy.hh:mm:ssは、 インス トールを行ったと きの日付と時刻になり ます。

6. /etc/inetd.confファ イルを /etc/inetd.conf.NB_MM.3.3GA と置き換えます。
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7. 以下のコマンドを Bornシェルで実行する と、 inetdが更新された inetd.confファ イルを

読み取り、 起動スク リプ ト を削除します。 Cシェルを実行している場合は、 最初のコマンドの
前に 「set」 を追加します （setの後にスペースを挿入）。

inetd=‘/bin/ps -ea | grep inetd | grep -v grep | awk ’{print 
$1}’‘
kill -1 $inetd

rm -f /sbin/rc2.d/S777netbackup

8. 以下のコマンドを実行してNetBackup Javaアプリケーシ ョ ンのルート  アカウン トの状態
データを削除します。

/bin/rm -rf /.nbjava

9. NetBackup Javaユーザに対して、 $HOME/.nbjavaディ レク ト リ を削除できるこ とを通知
します。

$HOME/.nbjavaディ レク ト リには、 ユーザがNetBackup Javaアプリケーシ ョ ンを終了す
る と き保存されるアプ リケーシ ョ ンの状態情報 （テーブル列の順序や大きさなど） が格納され

ています。 アンインス トール処理では、 ルート  ユーザのこのディ レク ト リだけを削除します。

NetBackup クライアン トのアンインストール方法クライアン トのアンインストール方法クライアン トのアンインストール方法クライアン トのアンインストール方法

注 NetBackup-Java Display Consoleがインス トールされたマシンからNetBackupをアンイン
ス トールする場合は、 NetBackupをアンインス トールする と Console も削除されます。 マシ
ン上でConsoleを継続して使用するには、 Consoleを再インス トールする必要があ り ます。

以下のプラ ッ ト フォーム用のNetBackup ク ラ イアン ト  ソフ ト ウェアをアンインス トールする手順
については、 『NetBackup Installation Guide - PC Clients』 を参照して ください。

◆ Windows 95/98、 NT/2000

◆ Macintosh

◆ Novell NetWare

◆ OS/2

UNIX NetBackup クライアン トクライアン トクライアン トクライアン ト  ソフ トウェアのアンインス トール方法ソフ トウェアのアンインス トール方法ソフ トウェアのアンインス トール方法ソフ トウェアのアンインス トール方法

1. ルート  ユーザと してク ラ イアン トにログインします。

2. /usr/openvディ レク ト リ を削除します。

/usr/openvが実体のあるディ レク ト リの場合は、 以下を実行します。
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NetBackup ク ラ イアン ト のアンインス トール方法
rm -rf /usr/openv

/usr/openvがリ ンクの場合は、 以下を実行します。

cd /usr/openv
rm -rf *
cd /
rm -f /usr/openv

3. /etc/servicesファ イルのNetBackupエン ト リの削除を以下のよ うにして行います。

◆ ク ライアン トの/etc/servicesファ イルを編集します。

◆ 次のよ う な印に挟まれた行を削除します。

# NetBackup services#
.....
# End NetBackup services #

# Media Manager services #
....
# End Media Manager services #

4. /etc/inetd.confファ イルのNetBackupエン ト リ を削除します。

◆ ク ライアン トの/etc/inetd.confファ イルを編集します。

◆ bpcd、 vopied、 およびbpjava-msvcの各行を削除します。

5. 以下の 2つのシェル コマンドを実行し、 更新した inetd.confファ イルを inetdに読み込
ませます。

inetd=’/bin/ps -ea | grep inetd | grep -v grep | awk ’{print 
$1}’’
kill -1 $inetd

ps コマンドのオプシ ョ ンは、 ク ラ イアン トのプラ ッ ト フォームによって異なり ます。

6. NetBackupの Javaグラフ ィカル インタフェースを実行している Solaris と HPの
NetBackup ク ライアン トの場合は、 以下を実行してNetBackup Javaの状態データを削除し
ます。

/bin/rm -rf /.nbjava
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関連マニュアル関連マニュアル関連マニュアル関連マニュアル
 A

こ こでは、 NetBackupのテクニカル マニュアルについて説明します。

各NetBackup製品のCD-ROMには、 関連マニュアルがAdobe Portable Document Format
（PDF） 形式で含まれています。 rootディ レク ト リ、 も し くはCD-ROMのDocsディレク ト リ を
参照してください。 

PDF形式のマニュアルを参照するためには、 Adobe Acrobat Readerが必要です。 Adobe 
Acrobat Readerは、 Adobe Webサイ ト （www.adobe.com） からダウンロードできます。 た
だし、 VERITASでは、 Acrobat Readerのインス トールや使用に関して一切の責任を負いません。

リ リースリ リースリ リースリ リース ノートノートノートノート

『NetBackup Release Notes』

NetBackup ソフ ト ウェアに関する重要な情報 （サポート されているプラ ッ ト フォームやオペ

レーティング システム、 マニュアルやオンライン ヘルプにはない操作上の留意事項など） が
掲載されています。

入門ガイ ド入門ガイ ド入門ガイ ド入門ガイ ド

『NetBackup BusinesServer Getting Started Guide - UNIX』

UNIX NetBackup BusinesServer ソフ ト ウェアのインス トールと実行方法が説明されていま
す。

入門カード入門カード入門カード入門カード

◆ 『NetBackup FastBackup - Getting Started Card』

NetBackup FastBackupのインス トール要件と手順が掲載されています。

◆ 『NetBackup BusinesServer Getting Started Card - UNIX』

UNIXサーバのNetBackup BusinesServerのインス トール要件と手順が掲載されてい
ます。
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インス トール ガイ ド
インストールインストールインストールインストール ガイ ドガイ ドガイ ドガイ ド

◆ 『NetBackup Installation Guide - PC Clients』

NetBackup PC ク ライアン ト  ソフ ト ウェアをインス トールする方法が説明されています。 PC
ク ライアン ト とは、 Windows 2000、 Windows NT、 Windows 95、 Windows 98、
Macintosh、 OS/2 Warp、 およびNovell NetWareです。 

◆ 『NetBackup DataCenter Installation Guide - UNIX』

NetBackup DataCenter ソフ ト ウェアをインス トールする方法が説明されています。

システム管理者ガイ ドシステム管理者ガイ ドシステム管理者ガイ ドシステム管理者ガイ ド  - 基本製品基本製品基本製品基本製品

◆ 『NetBackup DataCenter System Administrator’s Guide - UNIX』

UNIXシステムでNetBackup DataCenterの設定、 管理の方法が説明されています。

◆ 『NetBackup BusinesServer System Administrator’s Guide - UNIX』

UNIXサーバでNetBackup BusinesServerの設定、 管理の方法が説明されています。

◆ 『NetBackup DataCenter Media Manager System Administrator’s Guide - UNIX』

NetBackupを実行するUNIXサーバでス ト レージ デバイス とス ト レージ メディアの設定、
管理の方法が説明されています。 Media Managerは、 NetBackupの一部に含まれています。

◆ 『NetBackup BusinesServer Media Manager System Administrator’s Guide - UNIX』

NetBackup BusinesServerを実行するUNIXサーバでス ト レージ デバイスと ス ト レージ メ
ディアの設定、 管理の方法が説明されています。 Media Managerは、 NetBackup 
BusinesServerの一部に含まれています。

システム管理者ガイ ドシステム管理者ガイ ドシステム管理者ガイ ドシステム管理者ガイ ド  - エージェン ト とオプシ ョ ンエージェン ト とオプシ ョ ンエージェン ト とオプシ ョ ンエージェン ト とオプシ ョ ン

◆ 『NetBackup for DB2 on UNIX System Administrator’s Guide』

UNIXでNetBackup for DB2のインス トール、 設定、 使用方法が説明されています。

この製品については、 IBMの以下のマニュアルもご利用ください。

『IBM DB2 Universal Database Extended Enterprise Edition for AIX Quick Beginnings 
for DB2 Extended Enterprise Edition』

『API Ref IBM DB2 Universal Database API Reference Version 5』

『Guide IBM DB2 Universal Database Administration Guide Version 5』

『Cmd Ref IBM DB2 Universal Database Command Reference』
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システム管理者ガイ ド  - エージェン ト とオプシ ョ ン
◆ 『NetBackup for DB2 on Windows NT System Administrator’s Guide』

Windows NTでNetBackup for DB2のインス トール、 設定、 使用方法が説明されています。

この製品については、 IBMの以下のマニュアルもご利用ください。

『IBM DB2 Universal Database Extended Enterprise Edition for AIX Quick Beginnings 
for DB2 Extended Enterprise Edition』

『API Ref IBM DB2 Universal Database API Reference Version 5』

『Guide IBM DB2 Universal Database Administration Guide Version 5』

『Cmd Ref IBM DB2 Universal Database Command Reference』

『NetBackup for EMC System Administrator’s Guide』

NetBackup for EMCのインス トール、 設定、 使用方法が説明されています。

◆ 『NetBackup Encryption System Administrator’s Guide』

NetBackup暗号化ソフ ト ウェアのインス トール、 設定、 使用方法が説明されています。
NetBackup暗号化ソフ ト ウェアを使用する と、 バッ クアップおよびアーカイブに対してファ
イル レベルの暗号化を実行できます。

◆ 『NetBackup FlashBackup System Administrator’s Guide』

NetBackup FlashBackupのインス トール、 設定、 使用方法が説明されています。
FlashBackup製品によ り、 rawパーティシ ョ ンのバッ クアップのパフォーマンスが向上し、
個別ファ イル毎にリ ス ト アできるよ うになり ます。

◆ 『NetBackup for Informix System Administrator’s Guide』

NetBackup for Informixのインス トール、 設定、 使用方法が説明されています。
NetBackup for Informixを使用する と、 UNIX NetBackup ク ラ イアン トにある Informix
データベースのバッ クアップと リ ス ト アを実行できます。

この製品については、 Informix Software Incorporatedの以下のマニュアルもご利用くださ
い。

『Informix-Online Dynamic Server Backup and Restore Guide』 

◆ 『NetBackup for Lotus Notes on Windows NT System Administrator’s Guide』

NetBackup for Lotus Notesのインス トール、 設定、 使用方法が説明されています。
NetBackup for Lotus Notesを使用する と、 Lotus Notesのデータベースと ト ランザクシ ョ
ン ログのバッ クアップと リ ス ト アを実行できます。

◆ 『NetBackup for Lotus Notes on UNIX System Administrator’s Guide』

NetBackup for Lotus Notesのインス トール、 設定、 使用方法が説明されています。
NetBackup for Lotus Notesを使用する と、 Lotus Notesのデータベースと ト ランザクシ ョ
ン ログのバッ クアップと リ ス ト アを実行できます。

◆ 『NetBackup for Microsoft Exchange Server System Administrator’s Guide』
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システム管理者ガイ ド  - エージェン ト とオプシ ョ ン
NetBackup for Microsoft Exchange Serverを設定し、 使用する方法が説明されています。
NetBackup for Microsoft Exchange Serverを使用する と、 Microsoft Exchange Serverの
オンライン バッ クアップとオンライン リ ス ト アを実行できます。

Microsoft Corporationの以下のリ ソースもご利用ください。

Microsoft Exchange Serverのホワイ トペーバーと FAQ
（http://www.microsoft.com/exchangeで 「Disaster Recovery」 を検索）

『Microsoft Exchange Administrator's Guide』

『Microsoft Exchange Concepts and Planning Guide』

『Microsoft TechNet』 

『Microsoft BackOffice Resource Kit』

http://www.msexchange.org

◆ 『NetBackup for Microsoft SQL Server System Administrator’s Guide』

NetBackup for Microsoft SQL Serverのインス トール、 設定、 使用方法が説明されていま
す。 NetBackup for Microsoft SQL Serverを使用する と、 Microsoft SQL Serverのデータ
ベースと ト ランザクシ ョ ン ログのバッ クアップと リ ス ト アを実行できます。

この製品については、 Microsoft Corporationの以下のマニュアルもご利用ください。

『Administrator’s Companion - Microsoft SQL Server』

◆ 『NetBackup for NCR Teradata System Administrator’s Guide』

NetBackup for NCR Teradataのインス トール、 設定、 使用方法が説明されています。
NetBackup for NCR Teradataを使用する と、 NCR Teradataのデータベースと ト ランザク
シ ョ ン ログのバッ クアップと リ ス ト アを実行できます。

◆ 『NetBackup for NDMP System Administrator’s Guide』

NetBackup for NDMPのインス トール、 設定、 使用方法が説明されています。 NetBackup 
for NDMPを使用する と、 NDMPホス トでバッ クアップを制御できます。
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システム管理者ガイ ド  - エージェン ト とオプシ ョ ン
◆ 『NetBackup for Oracle on UNIX System Administrator’s Guide』

NetBackup for Oracleのインス トール、 設定、 使用方法が説明されています。 NetBackup 
for Oracleを使用する と、 UNIX NetBackup ク ラ イアン トにあるOracleデータベースの
バッ クアップと リ ス ト アを実行できます。

この製品については、 Oracle Corporationの以下のマニュアルもご利用ください。

『Oracle7 Enterprise Backup Utility Installation and Configuration Guide』 

『Oracle7 Enterprise Backup Utility Administrator's Guide』 

『Oracle7 Server Administrator's Guide』 

『Oracle8 Server Backup and Recovery Guide』 

『Oracle8 Server Administrator's Guide』

◆ 『NetBackup for Oracle on Windows NT System Administrator’s Guide』

NetBackup for Microsoft Oracleのインス トール、 設定、 使用方法が説明されています。
NetBackup for Microsoft Oracleを使用する と、 Windows NT/2000 NetBackup ク ラ イア
ン トにあるOracleデータベースのバッ クアップと リ ス ト アを実行できます。

この製品については、 Oracle Corporationの以下のマニュアルもご利用ください。

『Oracle7 Enterprise Backup Utility Installation and Configuration Guide』 

『Oracle7 Enterprise Backup Utility Administrator's Guide』 

『Oracle7 Server Administrator's Guide』 

『Oracle8 Server Backup and Recovery Guide』 

『Oracle8 Server Administrator's Guide』 

◆ 『NetBackup for Oracle - Advanced BLI Extension System Administrator’s Guide』

NetBackup for Oracle Advanced BLI Agentのインス トール、 設定、 使用方法が説明され
ています。 NetBackup for Oracle Advanced BLI Agentを使用する と、 UNIX NetBackup
ク ライアン トにあるOracleデータベースのバッ クアップと リ ス ト アを実行できます。

この製品については、 Oracle Corporationの以下のマニュアルもご利用ください。

『Oracle Enterprise Manager Administrator's Guide』 

『Oracle8 Server Backup and Recovery Guide』 

この製品については、 VERITAS Softwareの以下のマニュアルもご利用ください。

『Database Edition for Oracle Administrator's Guide』 

『Storage Edition for Oracle Administrator's Guide』 

『NetBackup for Oracle - Advanced BLI Agent for Backups without RMAN System 
Administrator’s Guide』
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システム管理者ガイ ド  - エージェン ト とオプシ ョ ン
◆ 『NetBackup for Oracle - Advanced BLI Agent for Backups without RMAN System 
Administrator’s Guide』

NetBackup for Oracle Advanced BLI Agent for Backups Without RMANを検証する方
法が説明されています。

この製品については、 Oracle Corporationの以下のマニュアルもご利用ください。

『Oracle Enterprise Manager Administrator's Guide』 

『Oracle8 Server Backup and Recovery Guide』 

この製品については、 VERITAS Softwareの以下のマニュアルもご利用ください。

『Database Edition for Oracle Administrator's Guide』 

『Storage Edition for Oracle Administrator's Guide』 

『NetBackup for Oracle - Advanced BLI Extension System Administrator’s Guide』

◆ 『NetBackup Plus Module for TME 10 System Administrator’s Guide』

NetBackup / Plus Module for TME 10のインス トール、 設定、 使用方法が説明されていま
す。 NetBackup / Plus Module for TME 10では、 標準のNetBackup管理者用インタ
フェースではなく、 Tivoli Management Environment TM （TME） を使用して
NetBackupを管理します。

◆ 『NetBackup for SAP on UNIX System Administrator’s Guide』

UNIXでNetBackup for SAPのインス トール、 設定、 使用方法が説明されています。

この製品については、 Oracle Corporationの以下のマニュアルもご利用ください。

『Oracle Enterprise Backup Utility Installation and Configuration Guide』 

『BC SAP Database Administration : Oracle』

SAP AGの以下のリ ソースもご利用ください。

『BC-BRI BACKINT Interface R/3 System, Release 3.0』

◆ 『NetBackup for SAP on Windows NT System Administrator’s Guide』

Windows NT/2000でNetBackup for SAPのインス トール、 設定、 使用方法が説明されて
います。

この製品については、 Oracle Corporationの以下のマニュアルもご利用ください。

『Oracle Enterprise Backup Utility Installation and Configuration Guide』 

『BC SAP Database Administration : Oracle』

SAP AGの以下のリ ソースもご利用ください。

『BC-BRI BACKINT Interface R/3 System, Release 3.0』
36 NetBackup DataCenter Installation Guide - UNIX



ユーザ ガイ ド
◆ 『NetBackup for SYBASE System Administrator’s Guide』

NetBackup for SYBASEのインス トール、 設定、 使用方法が説明されています。
NetBackup for SYBASEを使用する と、 UNIX NetBackup ク ラ イアン トにある Sybaseデー
タベースのバッ クアップと リ ス ト アを実行できます。

この製品については、 SYBASE Incorporatedの以下のマニュアルもご利用ください。

『SYBASE SQL Server Utility Programs for Unix』

『SYBASE SQL Server Administration Guide』

ユーザユーザユーザユーザ ガイ ドガイ ドガイ ドガイ ド

◆ 『NetBackup User’s Guide - Macintosh』

Macintosh ク ラ イアン トのNetBackupを使用してバッ クアップ、 アーカイブ、 およびリ ス ト
アを行う方法が説明されています。 このガイ ドには、 NetBackup ク ライアン ト  ソフ ト ウェア
の設定手順の一部も記載されています。

◆ 『NetBackup User’s Guide - Microsoft Windows』

Windows 2000、 Windows NT、 Windows 95、 またはWindows 98 ク ラ イアン トの
NetBackupを使用してバッ クアップ、 アーカイブ、 およびリ ス ト アを行う方法が説明されて
います。 このガイ ドには、 NetBackup ク ライアン ト  ソフ ト ウェアの設定手順の一部も記載さ
れています。

◆ 『NetBackup User’s Guide NonTarget Version - Novell NetWare』

Novell NetWareサーバのNetBackup NonTarget ソフ ト ウェアを使用してバッ クアップと
リ ス ト アを行う方法が説明されています。 NonTargetバージ ョ ンのNetBackupには、
Microsoft Windowsのインタフェースが用意されています。 このガイ ドには、 NetBackup
ク ライアン ト  ソフ ト ウェアの設定手順の一部も記載されています。

◆ 『NetBackup User’s Guide Target Version - Novell NetWare』

Novell NetWareサーバのNetBackup Target ソフ ト ウェアを使用してバッ クアップと リ ス
ト アを行う方法が説明されています。 Targetバージ ョ ンのNetBackupには、 DOSで実行す
る メニュー形式のインタフェースが用意されています。 このガイ ドには、 NetBackup ク ラ イ
アン ト  ソフ ト ウェアの設定手順の一部も記載されています。

◆ 『NetBackup BusinesServer User’s Guide - OS/2 Warp』

IBM OS/2 Warp ク ラ イアン トのNetBackupを使用してバッ クアップと リ ス ト アを行う方法
が説明されています。 このガイ ドには、 NetBackup ク ライアン ト  ソフ ト ウェアの設定手順の
一部も記載されています。

◆ 『NetBackup User’s Guide - UNIX』

UNIX ク ラ イアン トのNetBackupを使用してバッ クアップ、 アーカイブ、 およびリ ス ト アを
行う方法が説明されています。
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デバイス設定ガイ ド  - Media Manager
デバイス設定ガイドデバイス設定ガイドデバイス設定ガイドデバイス設定ガイド  - Media Manager
◆ 『NetBackup Media Manager Device Configuration Guide』

UNIXホス トで、 NetBackup DataCenter と NetBackup BusinesServerのMedia 
Managerによってサポート されているス ト レージ デバイスに対して、 デバイス  ド ライバを追
加するなどのシステム レベルの設定を行う方法が説明されています。

ト ラブルシューテ ィ ングト ラブルシューテ ィ ングト ラブルシューテ ィ ングト ラブルシューテ ィ ング ガイドガイドガイドガイド

◆ 『NetBackup Troubleshooting Guide - UNIX』

UNIXベースのNetBackup製品に関する ト ラブルシューティング情報が記載されています。
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